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Ⅳ 「SOS を発信できないリスクが高い人」の分析
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本章では、問 26「あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれるのは誰ですか」と問 27「家族や友人・知人以外で、

何かあったときに相談する相手・相談機関はありますか」の 2つの設問において、どちらも「そのような人はいない」と

回答した人を「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」とし、分析を行った。

１．「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」のプロフィール

◆「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」は全体の６．２％、その3分の2は男性

心配事や愚痴を聞いてくれる人はいない、かつ、相談相手はいないと回答した人は210 人（6.2％）である。その

うち、「男性 30～49歳」が 31.0％で最も多く、男性が全体の67.6％を占めている。

◆男性の出現率は9.8％で、女性の約2.9 倍

「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」の出現率を性別・年齢別にみると、男性は 9.7～10.0％（男性全体では

9.8％）、女性は 2.9～3.6％（女性全体では3.4％）となっており、男性が女性の約2.9倍となっている。男女とも

に年齢による差はほとんどなく、「ＳＯＳを発信できないリスク」は年齢に関わらず男性の方が高い。なお、「性別その

他」の出現率は20.0%と非常に高いが、回答数が少ないため統計的な判断はできない。

14.8 31.0 21.9

6.7

12.4 11.4

1.9
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・不明

男性 67.6％ 女性 30.5％

n

SOSを発
信できな
いリスク
が高い人

構成比
（％）

男性15～29歳 310 31 10.0

男性30～49歳 671 65 9.7

男性50～64歳 466 46 9.9

女性15～29歳 386 14 3.6

女性30～49歳 886 26 2.9

女性50～64歳 609 24 3.9

性別その他 10 2 20.0

性別・年齢不明 31 2 6.5

全体 3,369 210 6.2

（再掲）
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女性 1,882 64 3.4
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◆「民間賃貸アパート」に居住する人の出現率は 12.2％

「リスクが高い人」の出現率を住まいの形態別にみると、最も高いのは「民間賃貸アパート」で、12.2％が「リスクが

高い人」となっている。これはおそらく、次項でみる「ひとり暮らし」の人は「民間賃貸アパート」に居住する割合が高い

ことによる。次いで「賃貸住宅（一戸建て）」（7.2％）、「民間賃貸マンション」（6.9％）と続く。賃貸住宅に居住する人

の出現率（9.1％）を持家の出現率（3.9％）と比較すると約2.3 倍となっている。

◆出現率が高い家族類型は、「ひとり暮らし」「ひとり親と子（自分が親）」「夫婦と子（自分が子）」

家族類型別に「リスクが高い人」の出現率をみると、最も高いのは「ひとり暮らし」で 13.3％と突出している。

次いで「ひとり親と子（親）」（自分が親）の 8.3％であり、これを配偶者がいる場合と比較すると、「夫婦と子（親）」（自

分が親）の出現率（2.4％）の約 3.5倍にもなっている。3番目に出現率が高いのは「夫婦と子（子）」（自分が子）の

7.1％である。これら 3つの家族類型は全体の出現率である 6.2％を上回っており、「リスクが高い人」が相対的に

多い家族類型であるといえる。
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0.0
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0% 5% 10% 15%

n

SOSを発
信できな
いリスク
が高い人

構成比
（％）

持家（一戸建て） 1,022 34 3.3

持家（マンション） 628 31 4.9

賃貸住宅（一戸建て） 83 6 7.2

民間賃貸マンション 781 54 6.9

民間賃貸アパート 582 71 12.2

公営住宅 48 3 6.3

社宅・公務員住宅 127 8 6.3

間借り 30 1 3.3

その他 44 2 4.5

不明 24 0 0.0

全体 3,369 210 6.2

持家
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2.9
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6.2

0% 5% 10% 15%

n

SOSを発
信できな
いリスク
が高い人

構成比
（％）

ひとり暮らし 829 110 13.3

夫婦のみ 603 22 3.6

夫婦と子(親) 913 22 2.4

夫婦と子(子) 311 22 7.1

ひとり親と子(親) 96 8 8.3

ひとり親と子(子) 163 10 6.1

３世代同居世帯 170 5 2.9

その他 284 11 3.9

全体 3,369 210 6.2
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◆暮らし向きが厳しいほど出現率は高い

生活水準別に「リスクが高い人」の出現率をみると「上の上」では 0人、「上の中」以下、暮らし向きが厳しくなるにつ

れ指数関数的に出現率は上昇し、「下の下」では 28.9％となっている。ＳＯＳを発信できないリスクが急激に高まるの

は「中の下」以降であり、暮らし向きが厳しくなるほど、ＳＯＳを発信できていない状況が読み取れる。

◆健康状態が悪いほど出現率は高く、「健康でない」人の出現率は 18.2％

健康状態別に出現率をみると、「健康でない」と回答した人の 18.2％は「リスクが高い人」となっており、「健康であ

る」（4.3％）の約 4.2倍にもなっている。

0.0

1.9

2.6

3.5

4.6

8.6

13.5

17.4

28.9

0.0

6.2

0% 10% 20% 30% 40%

n

SOSを発
信できな
いリスク
が高い人

構成比
（％）

上の上 28 0 0.0

上の中 104 2 1.9

上の下 234 6 2.6

中の上 908 32 3.5

中の中 1,140 52 4.6

中の下 488 42 8.6

下の上 229 31 13.5

下の中 132 23 17.4

下の下 76 22 28.9

不明 30 0 0.0

全体 3,369 210 6.2

4.3

7.0

8.7

18.2

0.0

6.2

0% 10% 20%

n

SOSを発
信できな
いリスク
が高い人

構成比
（％）

健康である 1,526 66 4.3

どちらかといえば健康 1,423 100 7.0

どちらかといえば健康
でない

300 26 8.7

健康でない 99 18 18.2

不明 21 0 0.0

全体 3,369 210 6.2
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◆現在求職中の人の出現率は 16.7％

就業状態別にみると、「無職（仕事を探している最中）」の出現率が 16.7％と突出して高い。次いで「契約・派遣・パ

ート・アルバイト」（7.2％）、「自営（雇い人なし）・家族従業者・その他就業者」（6.7％）が続き、経済的に不安定なほ

ど、「リスクが高い人」が多い。また、「学生」（6.4％）も比較的高い出現率であるが、新型コロナウイルス感染症拡大

により授業がオンラインで行われたり、部活動やサークル活動などが制限されるなど、通常とは異なる学生生活がこ

の調査結果にどのように影響しているのかについては、より深い分析が必要である。
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n

SOSを発
信できな
いリスク
が高い人

構成比
（％）

正規の職員・従業員 1,615 94 5.8

契約・派遣・パート・アルバイト 676 49 7.2

役員・自営（雇い人あり） 157 7 4.5

自営（雇い人なし）・家族従業者・そ
の他就業者

252 17 6.7

学生 203 13 6.4

専業主婦・主夫・家事手伝い・無職
（仕事を探していない）

323 15 4.6

無職（仕事を探している最中） 84 14 16.7

その他の無職 47 1 2.1

不明 12 0 0.0

全体 3,369 210 6.2
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2.「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」の生活の状況

◆ふだん利用している通信手段（問１５、複数回答）：「携帯電話での通話」「チャットまたはメッセ

ンジャー」「インスタグラム」「固定電話」「ファックス」で差

ふだん利用している通信手段を「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」に分けて比較してみると、「携

帯電話での通話」「チャットまたはメッセンジャー」「インスタグラム」「固定電話」「ファックス」の 5つの通信手段で「リ

スクが高い人」の方が利用率が低い。

「統計的な判定」について

「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の人とでは、回答傾向に統計的な差があるのかどうかを

確認するために、カイ二乗検定という手法を用いて検証しました。具体的には、各項目の選択肢について、「リスク

が高い人」と「それ以外」のそれぞれの回答数が、全体と全く同じ割合だったと仮定した場合の「期待値」と比べて

どのぐらい差があるのかを計算し、その差を用いて「カイ二乗値」と呼ばれる検定統計量を算出して、統計的な手

法で判断するというものです。カイ二乗検定の結果、１％水準で有意（もし「リスクが高い人」と「それ以外」の回答

傾向に差がないとしたら、このような結果になる確率は１％以下である、つまり、「このような差がみられるのは非

常に珍しい（＝統計的にみて回答には著しい差があるといってよい）」であれば、ここでは「著しい差が認められ

る」とし、「**」と表記しました。カイ二乗検定の結果、5％水準で有意だった場合は「差が認められる」として「*」と

表記し、統計的に有意な差が認められなかった場合は空欄にしています。

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない

81.0

68.1

54.8

47.6

33.3

24.8

24.3

19.5

18.6

13.8

6.7

89.4

72.9

62.0

51.5

33.4

29.2

34.2

25.4

30.5

15.8

12.7

0% 50% 100%

SOSを発信できな

いリスクが高い人

それ以外

ｎ % ｎ % ｎ %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

携帯電話での通話 ** 170 81.0 2,824 89.4 2,994 88.9

携帯電話でのメー
ル

143 68.1 2,302 72.9 2,445 72.6

チャットまたはメッ
センジャー

* 115 54.8 1,959 62.0 2,074 61.6

パソコンでのメール 100 47.6 1,628 51.5 1,728 51.3

ツイッター 70 33.3 1,055 33.4 1,125 33.4

SNSの閲覧・書き込
み

52 24.8 923 29.2 975 28.9

インスタグラム ** 51 24.3 1,079 34.2 1,130 33.5

ウェブサイトの閲覧・
書き込み

41 19.5 803 25.4 844 25.1

固定電話 ** 39 18.6 963 30.5 1,002 29.7

オンラインゲーム 29 13.8 498 15.8 527 15.6

ファックス * 14 6.7 400 12.7 414 12.3

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定
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◆ふだん目にしている中野区の広報媒体（問１６、複数回答）：「ＳＯＳを発信できないリスクが高

い人」の 28.1％は中野区の広報媒体を何も目にしていない

「なかの区報」については、「それ以外」の回答者の74.4％がふだん目にしているが、「リスクが高い人」はそれより

も 10ポイント以上低い61.0％である。また、「区のホームページ」についても、「それ以外」の 20.7％がふだん見て

いるのに対し、「リスクが高い人」はそれよりも 9.7 ポイント低い 11.0％にとどまっている。

一方、「何も目にしたことはない」人の割合は、「リスクが高い人」では 28.1％、「それ以外」の人では 19.1％となっ

ており、「リスクが高い人」に対して、区の情報がなかなか届きにくい状況にあることが読み取れる。

◆趣味（問３０）と生きがい（問３１）：「リスクが高い人」は趣味・生きがいを持っている割合が相対

的に低い

55.7

76.0

74.7

0% 50% 100%n
趣味が
ある

構成比
（％）

SOSを発信できないリ
スクが高い人

210 117 55.7

それ以外 3,159 2,400 76.0

全体 3,369 2,517 74.7

35.7

69.2

67.1

0% 50% 100%
n

生きがい
がある

構成比
（％）

SOSを発信できないリ
スクが高い人

210 75 35.7

それ以外 3,159 2,187 69.2

全体 3,369 2,262 67.1

61.0

11.0

8.6

1.4

0.5

0.0

28.1

74.4

20.7

10.7

3.1

0.8

0.2

19.1

0% 50% 100%

SOSを発信で

きないリスク

が高い人

それ以外

n % n % n %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

なかの区報 ** 128 61.0 2,350 74.4 2,478 73.6

区のホームページ ** 23 11.0 654 20.7 677 20.1

区の掲示板 18 8.6 337 10.7 355 10.5

区のツイッター 3 1.4 98 3.1 101 3.0

区のフェイスブック 1 0.5 26 0.8 27 0.8

区のユーチューブ 0 0.0 6 0.2 6 0.2

何も目にしたことは
ない

** 59 28.1 602 19.1 661 19.6

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない

※統計的な判定：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる
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趣味、生きがいがある人の割合をそれぞれみると、「それ以外」の人では「趣味がある」人は 76.0％、「生きがいが

ある」人は 69.2％であるのに対し、「リスクが高い人」はそれぞれ55.7％、35.7％となっており、趣味では20.3 ポ

イントの差、生きがいでは33.5 ポイントの差がある。

◆居住地域で利用することが多い場所（問４０、複数回答）：「リスクが高い人」はすべての場所で

利用率が相対的に低く、特に「薬局」「医療機関」の利用率に大きな差がある

「リスクが高い人」も「それ以外」の人も利用率が最も高いのは「スーパーマーケット」、次いで「コンビニエンススト

ア」となっており、利用率の高い場所についての大きな傾向は変わらない。しかし、「リスクが高い人」の利用率は、す

べての場所について「それ以外」の人よりも低く、地域との関わりが相対的に薄いことが読み取れる。

なお、「リスクが高い人」と「それ以外」の人の差が最も大きい場所は「薬局」（２４．７ポイントの差）、次いで「医療機

関」（21.2 ポイントの差）となっており、「リスクが高い人」は医療系の専門機関とつながっていない割合が相対的に高

いことが分かる。
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76.7

34.3

32.9

32.4

26.7

23.8

22.4

20.0

13.8

13.8

12.4

9.5

5.7

1.9

0.5

91.8

83.0

59.0

47.3

48.0

47.9

33.4

32.6

28.2

21.1

26.3

20.3

16.9

9.5

4.5

0.9

0% 50% 100%

SOSを発信できない
リスクが高い人

それ以外

n % n % n %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

スーパーマーケット ** 178 84.8 2,900 91.8 3,078 91.4

コンビニエンススト
ア

* 161 76.7 2,621 83.0 2,782 82.6

薬局 ** 72 34.3 1,863 59.0 1,935 57.4

銀行 ** 69 32.9 1,495 47.3 1,564 46.4

郵便局 ** 68 32.4 1,517 48.0 1,585 47.0

医療機関 ** 56 26.7 1,514 47.9 1,570 46.6

床屋・美容院 ** 50 23.8 1,056 33.4 1,106 32.8

歯科医療機関 ** 47 22.4 1,029 32.6 1,076 31.9

カフェ・喫茶店・レス
トラン

* 42 20.0 891 28.2 933 27.7

個人の食料品店・日
用品店

* 29 13.8 666 21.1 695 20.6

公園 ** 29 13.8 832 26.3 861 25.6

図書館 ** 26 12.4 640 20.3 666 19.8

居酒屋・バー ** 20 9.5 533 16.9 553 16.4

スポーツ施設 12 5.7 301 9.5 313 9.3

カラオケ店 4 1.9 141 4.5 145 4.3

ネットカフェ 1 0.5 27 0.9 28 0.8

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない
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◆居住地域で望む人とのつながりの形（問 42、複数回答）：「リスクが高い人」の半数強は「挨拶

ができる関係」を望んでいるが、3割強は「つながりは欲しくない」

居住地域で「挨拶ができる関係」を望んでいるのは、「それ以外」の人では76.3％であるのに対し、「リスクが高い

人」では 55.7％にとどまっている。一方で、「つながりは欲しくない」と回答した人は、「それ以外」の人では 11.4％で

あるのに対し、「リスクが高い人」では 31.4％にものぼる。「世間話ができる関係」についても、「それ以外」の人では

32.2％であるのに対し、「リスクが高い人」ではその約半分の 16.2％となっており、居住地域での人とのつながりを

求めていない割合が相対的に高い。

n % n % n %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

挨拶ができる関係 ** 117 55.7 2,409 76.3 2,526 75.0

つながりは欲しくな
い

** 66 31.4 359 11.4 425 12.6

世間話ができる関
係

** 34 16.2 1,017 32.2 1,051 31.2

名前や家族構成を
知っている関係

** 13 6.2 565 17.9 578 17.2

悩みを相談できる
ほどの関係

10 4.8 185 5.9 195 5.8

子どもを預けたり、
ペットの世話をお願
いできる関係

9 4.3 243 7.7 252 7.5

お惣菜などをあげ
たりもらったりでき
る関係

8 3.8 220 7.0 228 6.8

ごみ出しなど、簡単
な家事をお願いで
きる関係

6 2.9 161 5.1 167 5.0

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない
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31.4

16.2

6.2

4.8

4.3

3.8

2.9

76.3

11.4

32.2

17.9

5.9

7.7

7.0

5.1

0% 50% 100%

SOSを発信でき
ないリスクが高

い人

それ以外
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◆居住継続意向（問４３）：「リスクが高い人」のうち「中野区に住み続けたい」のは47.1％

「リスクが高い人」の居住継続意向（47.1％）は、「それ以外」の人（62.4％）と比較すると 15.3 ポイントも低く、逆

に「本当は引っ越したいが、住み続けざるを得ない」と考えている人の割合が 14.3％となっており、「それ以外」の人

（6.8％）の 2倍以上となっている。

「リスクが高い人」のうち「本当は引っ越したいが、住み続けざるを得ない」と回答した 30人の「中野区から転出し

たい理由」をみると、最も多いのは「住宅が狭いから」（14人、46.7％）、以下、「家賃（ローン）が高いから」（9人、

30.0％）、「近隣関係がよくないから」（7人、23.3％）と続いている。

47.1

62.4

61.4

14.3

6.8

7.3

6.2

7.3

7.2

1.4

3.3

3.2

31.0

19.8

20.5

0.0

0.4

0.4

それ以外
（n=3,159)

ＳＯＳを発信できな
いリスクの高い人
（n=210)

全体
（n=3,369)

こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い

本
当
は
引
っ
越
し
た

い
が
、
住
み
続
け
ざ

る
を
得
な
い

区
外
に
転
出
し
た
い

近
い
う
ち
に
区
外
に

転
出
す
る
予
定

わ
か
ら
な
い

n ％ n ％ n ％

全体 30 100.0 216 100.0 246 100.0

住宅が狭いから 14 46.7 89 41.2 103 41.9

家賃（ローン）が高いか
ら

9 30.0 62 28.7 71 28.9

近隣関係がよくないか
ら

7 23.3 21 9.7 28 11.4

治安がよくないから 6 20.0 28 13.0 34 13.8

買い物や病院などの生
活環境がよくないから

4 13.3 24 11.1 28 11.4

通勤・通学に不便だから 3 10.0 17 7.9 20 8.1

自然が少ないから 2 6.7 57 26.4 59 24.0

親の介護など家族の都
合で

2 6.7 17 7.9 19 7.7

都市は感染症のリスク
が高いから

1 3.3 12 5.6 13 5.3

子育て・教育環境がよく
ないから

0 0.0 33 15.3 33 13.4

転勤など仕事の都合で 0 0.0 10 4.6 10 4.1

その他 8 26.7 53 24.5 61 24.8

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体

46.7

30.0

23.3

20.0

13.3

10.0

6.7

6.7

3.3

0.0

0.0

26.7

41.2

28.7

9.7

13.0

11.1

7.9

26.4

7.9

5.6

15.3

4.6

24.5

0% 20% 40% 60%

SOSを発信できない

リスクが高い人
それ以外

不

明

(%)

※統計的な判定：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる
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3.「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」の悩み、誰にも相談しない理由

◆今、悩んでいること（問２８）：第 1位「経済的な問題」、第 2位「仕事そのものの悩み」、第 3位

「人生の目的や自分の存在価値」

「リスクが高い人」が今、悩んでいることをみると、第 1位の「経済的な問題」は 43.8％、第 2位の「仕事そのもの

の悩み」は 36.7％である。この 2つについては「それ以外」の人も回答率が高い。

これに対し、第 3位の「人生の目的や自分の存在価値」に関する悩みについては、「それ以外」の人の回答率は

15.3％であるのに対し、「リスクが高い人」は 31.0％とおよそ 2倍、１５．７ポイントの差であり、「経済的な問題」

（15.4 ポイントの差）よりも差が大きかった。

この他、「それ以外」の回答率との差が大きいのは、「自分の容姿・外見」「家族関係」「自分の性格」「家族以外の人

間関係」「近隣との問題」となっており、自分自身に関することや人間関係に関する悩みの回答率が高いことがわか

る。

43.8

36.7

31.0

24.3

19.5

18.6

17.6

16.7

14.8

8.6

7.1

5.7

4.3

8.6

20.0

28.4

28.5

15.3

22.9

9.6

14.5

9.3

9.5

6.4

10.4

7.1

2.1

11.5

5.0

26.0

0% 50%

SOSを発信できな

いリスクが高い人

それ以外

ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

経済的な問題 ** 92 43.8 898 28.4 990 29.4

仕事そのものの悩
み

* 77 36.7 901 28.5 978 29.0

人生の目的や自分
の存在価値

** 65 31.0 483 15.3 548 16.3

自分や家族の健康 51 24.3 724 22.9 775 23.0

自分の容姿・外見 ** 41 19.5 304 9.6 345 10.2

住まいの問題 39 18.6 459 14.5 498 14.8

家族関係 ** 37 17.6 294 9.3 331 9.8

自分の性格 ** 35 16.7 301 9.5 336 10.0

家族以外の人間関
係

** 31 14.8 203 6.4 234 6.9

仕事と家庭の両立 18 8.6 329 10.4 347 10.3

学業・進学の問題 15 7.1 224 7.1 239 7.1

近隣との問題 ** 12 5.7 66 2.1 78 2.3

育児・介護 ** 9 4.3 364 11.5 373 11.1

その他の悩み * 18 8.6 158 5.0 176 5.2

特に悩みはない 42 20.0 820 26.0 862 25.6

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない
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◆誰にも相談しない理由（問２７-1）：第１位は「相談しても解決できないと思うから」

「リスクが高い人」が誰にも相談しない理由の第１位は「相談しても解決できないと思うから」（３２．４％）、第２位は

「特に理由はない」（３１．０％）、第３位は「誰に相談してよいのか分からないから」（２４．８％）である。これに対し、「そ

れ以外」の人の回答傾向は大きく異なっており、第１位「特に理由はない」（４１．２％）、第２位「誰に相談してよいのか

分からないから」（２９．４％）、第３位「相談しても解決できないと思うから」（１９．６％）である。

第４位以下の理由をみてみると、「相手にうまく話せないと思うから」「自分のことを知られたくないから」「相談する

元気がないから」「何をきかれるか不安に思うから」「相談したことを人に知られたくないから」の各項目で、「リスクの

高い人」の回答率は「それ以外」の人の回答率の２倍前後となっている。

逆に、「お金がかかると思うから」に関しては、「リスクが高い人」の回答率は５．２％で、「それ以外」の人（１０．７％）

の半分以下となっており、経済的な問題を抱えている人が多いとはいえ、料金がかかると思うことが相談しないこと

の主原因ではないことが明らかとなった。

32.4

31.0

24.8

17.1

15.7

10.5

6.2

6.2

5.2

3.3

14.3

19.6

41.2

29.4

8.5

8.1

4.2

3.9

3.4

10.7

4.8

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

SOSを発信できな

いリスクが高い人

それ以外

n % n % n %

全体 － 210 100.0 2,332 100.0 2,542 100.0 

相談しても解決でき
ないと思うから

** 68 32.4 456 19.6 524 20.6

特に理由はない ** 65 31.0 960 41.2 1,025 40.3

誰に相談してよいの
か分からないから

52 24.8 685 29.4 737 29.0

相手にうまく話せな
いと思うから

** 36 17.1 199 8.5 235 9.2

自分のことを知られ
たくないから

** 33 15.7 189 8.1 222 8.7

相談する元気がな
いから

** 22 10.5 99 4.2 121 4.8

何をきかれるか不
安に思うから

13 6.2 91 3.9 104 4.1

相談したことを人に
知られたくないから

13 6.2 79 3.4 92 3.6

お金がかかると思う
から

* 11 5.2 249 10.7 260 10.2

相談機関が近くに
ないから

7 3.3 111 4.8 118 4.6

その他 30 14.3 258 11.1 288 11.3

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない
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4.「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」が相談しやすい場所

◆経済的な問題の相談場所（問５１、複数回答）：上位５要素は「無料」「専門家」「公的機関」「匿名」

「メールやインターネット」

経済的な問題について、どんな場所であれば相談しやすいかについて尋ねたところ、「リスクが高い人」と「それ以

外」の人ともに、第１位は「無料で相談できる」、第２位は「専門家がいる」である。第３位が異なっており、「リスクが高

い人」は「区役所など公的機関」であるが、「それ以外」の人は「匿名で相談できる」ことである。

最も大きな特徴は、ほぼ全ての項目で「リスクが高い人」の回答率は「それ以外」の人を下回っているが、「どこにも

相談したくない」については「リスクが高い人」の回答率は１９．０％であるのに対し、「それ以外」の人では半分以下の

８．０％であることである。

41.4

35.2

33.3

29.0

26.7

19.5

19.0

19.0

7.1

4.8

3.8

2.9

2.4

3.8

19.0

54.5

45.3

34.7

37.0

34.3

30.0

29.9

28.2

10.1

8.6

3.9

3.9

4.2

1.6

8.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

SOSを発信できな

いリスクが高い人

それ以外

n % n % n %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

無料で相談できる ** 87 41.4 1,722 54.5 1,809 53.7

専門家がいる ** 74 35.2 1,431 45.3 1,505 44.7

区役所など公的機
関

70 33.3 1,096 34.7 1,166 34.6

匿名で相談できる * 61 29.0 1,168 37.0 1,229 36.5

メールやインター
ネットで相談できる

* 56 26.7 1,082 34.3 1,138 33.8

電話やオンラインで
相談できる

** 41 19.5 948 30.0 989 29.4

親身に話を聞いて
くれる

** 40 19.0 945 29.9 985 29.2

自宅から近い ** 40 19.0 890 28.2 930 27.6

ＮＰＯなど民間機関 15 7.1 318 10.1 333 9.9

同じ悩みを持つ人
と出会える

10 4.8 271 8.6 281 8.3

イベントでの相談会 8 3.8 122 3.9 130 3.9

自宅に民間の専門
家が来てくれる

6 2.9 124 3.9 130 3.9

自宅に行政職員が
来てくれる

5 2.4 133 4.2 138 4.1

その他 * 8 3.8 49 1.6 57 1.7

どこにも相談したく
ない

** 40 19.0 253 8.0 293 8.7

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない
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◆家庭や人間関係の問題の相談場所（問５１、複数回答）：上位５要素は「無料」「匿名」「専門家」

「メールやインターネット」「親身に話を聞いてくれる」

家庭や人間関係の問題の相談場所については、「リスクが高い人」も「それ以外」の人も第１位は「無料で相談でき

る」であることは経済的な問題の相談場所と変わりはないが、その回答率はどちらも経済的な問題の回答率を下回っ

ている。第２位にはどちらも「匿名で相談できる」となっているが、「それ以外」の人は同じ割合で「専門家がいる」こと

を挙げているのに対し、「リスクが高い人」の回答率はやや低い。

また、経済的な問題では第３位に挙げられていた「区役所など公的機関」が、家庭や人間関係の問題では第７位

（14.8％）と大きく順位を下げており、その代わりに「メールやインターネットで相談できる」「親身に話を聞いてくれる」

が上位に来ていることが特徴である。

一方、「どこにも相談したくない」割合をみると、「リスクが高い人」では 26.2％にのぼり、経済的な問題等よりも相

談したくないと考える人が多い。

34.3

29.5

27.6

26.2

20.5

17.6

14.8

14.3

9.5

8.6

3.8

3.3

2.9

3.8

26.2

43.9

39.9

39.9

33.1

35.2

28.2

18.2

20.2

14.8

11.4

2.9

3.5

3.5

1.7

12.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

SOSを発信できな

いリスクが高い人

それ以外

n % n % n %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

無料で相談できる ** 72 34.3 1,386 43.9 1,458 43.3

匿名で相談できる ** 62 29.5 1,261 39.9 1,323 39.3

専門家がいる ** 58 27.6 1,260 39.9 1,318 39.1

メールやインター
ネットで相談できる

* 55 26.2 1,045 33.1 1,100 32.7

親身に話を聞いて
くれる

** 43 20.5 1,111 35.2 1,154 34.3

電話やオンラインで
相談できる

** 37 17.6 891 28.2 928 27.5

区役所など公的機
関

31 14.8 574 18.2 605 18.0

自宅から近い * 30 14.3 638 20.2 668 19.8

同じ悩みを持つ人
と出会える

* 20 9.5 469 14.8 489 14.5

ＮＰＯなど民間機関 18 8.6 360 11.4 378 11.2

イベントでの相談会 8 3.8 92 2.9 100 3.0

自宅に民間の専門
家が来てくれる

7 3.3 111 3.5 118 3.5

自宅に行政職員が
来てくれる

6 2.9 110 3.5 116 3.4

その他 8 3.8 55 1.7 63 1.9

どこにも相談したく
ない

** 55 26.2 397 12.6 452 13.4

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない
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◆雇用や職場、キャリアなど仕事に関する問題の相談場所（問５１、複数回答）：上位５要素は「専

門家」「無料」「メールやインターネット」「公的機関」「匿名」

雇用や職場、キャリアなど仕事に関する問題の相談場所については、「リスクが高い人」も「それ以外」の人も第１位

は「専門家がいる」、第 2位は「無料で相談できる」、第 3位は「メールやインターネットで相談できる」となっており、

大きな回答傾向は変わらない。

また、「どこにも相談したくない」と回答した人の割合は、「経済的な問題」とほぼ同じ割合であり、「リスクが高い人」

では 19.0％、「それ以外」の人は 9.5％となっている。
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34.8

27.6
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22.9

19.5

17.6

13.8

10.0

7.6

5.7

2.9

2.9

3.8

19.0

50.1

45.0

33.9

32.5

25.2

26.9

27.7

20.2

14.3

10.3

8.1

2.2

2.8

1.7

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

SOSを発信できな

いリスクが高い人

それ以外

n % n % n %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

専門家がいる ** 74 35.2 1,582 50.1 1,656 49.2

無料で相談できる ** 73 34.8 1,423 45.0 1,496 44.4

メールやインター
ネットで相談できる

58 27.6 1,071 33.9 1,129 33.5

区役所など公的機
関

57 27.1 1,027 32.5 1,084 32.2

匿名で相談できる 48 22.9 795 25.2 843 25.0

親身に話を聞いて
くれる

* 41 19.5 851 26.9 892 26.5

電話やオンラインで
相談できる

** 37 17.6 874 27.7 911 27.0

自宅から近い * 29 13.8 638 20.2 667 19.8

ＮＰＯなど民間機関 21 10.0 451 14.3 472 14.0

同じ悩みを持つ人
と出会える

16 7.6 325 10.3 341 10.1

イベントでの相談会 12 5.7 255 8.1 267 7.9

自宅に行政職員が
来てくれる

6 2.9 71 2.2 77 2.3

自宅に民間の専門
家が来てくれる

6 2.9 87 2.8 93 2.8

その他 8 3.8 53 1.7 61 1.8

どこにも相談したく
ない

** 40 19.0 300 9.5 340 10.1

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない
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◆その他さまざまな人生の問題の相談場所（問５１、複数回答）：上位５要素は「無料」「匿名」「専門

家」「メールやインターネット」「電話やオンライン」

その他、特に特定のテーマを設けずに「さまざまな人生の問題」の相談場所として尋ねたところ、「リスクが高い人」と

「それ以外」の人とでは、回答傾向に差異がみられた。まず、「リスクが高い人」の第 1位は「無料で相談できる」

（31.4％）、第 2位は「匿名で相談できる」（29.0％）、第 3位は「専門家がいる」「メールやインターネットで相談でき

る」（ともに 26.2％）となっている。これに対し、「それ以外」の人では、「無料で相談できる」（44.0％）が第 1位であ

ることは「リスクが高い人」と同様であるものの、第 2位には「専門家がいる」（41.5％）、第 3位には「匿名で相談で

きる」（35.3％）が入っている。この他「親身に話を聞いてくれる」という選択肢に対する「リスクが高い人」の回答率

は、「それ以外」の人の約半分の 17.6％にとどまっており、「リスクが高い人」の多くは、「相談」と「話を聞いてもらう」

ことは別物として考えていることが窺える。
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3.1
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12.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

SOSを発信できな

いリスクが高い人

それ以外

n % n % n %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

無料で相談できる ** 66 31.4 1,390 44.0 1,456 43.2

匿名で相談できる 61 29.0 1,115 35.3 1,176 34.9

専門家がいる ** 55 26.2 1,310 41.5 1,365 40.5

メールやインター
ネットで相談できる

55 26.2 1,017 32.2 1,072 31.8

電話やオンラインで
相談できる

** 40 19.0 889 28.1 929 27.6

親身に話を聞いて
くれる

** 37 17.6 1,060 33.6 1,097 32.6

区役所など公的機
関

35 16.7 686 21.7 721 21.4

自宅から近い 32 15.2 623 19.7 655 19.4

同じ悩みを持つ人
と出会える

25 11.9 500 15.8 525 15.6

ＮＰＯなど民間機関 22 10.5 406 12.9 428 12.7

イベントでの相談会 8 3.8 135 4.3 143 4.2

自宅に民間の専門
家が来てくれる

6 2.9 103 3.3 109 3.2

自宅に行政職員が
来てくれる

4 1.9 99 3.1 103 3.1

その他 * 8 3.8 50 1.6 58 1.7

どこにも相談したく
ない

** 56 26.7 406 12.9 462 13.7

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない
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5.「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」があったらよいと思う「居場所」

◆区内にあったらよいと思う「居場所」（問 47、複数回答）：上位５要素は「無料で使える」「家の近所にあ

る」「何もしなくていい」「情報が得られる」「好きなことをしていてよい」

どんな「居場所」があるとよいと思うかについては、「リスクが高い人」も「それ以外」の人も、第 1位「無料で使え

る」、第 2位「家の近所にある」という順位は変わらない。しかし第 3位は異なっており、「リスクが高い人」は「何もし

なくていい」が 31.4％であるのに対し、「それ以外」の人の回答率は 18.5％にとどまり、12.9 ポイントもの差がある。

一方、第 4位の「情報が得られる」、第 5位の「好きなことをしていてよい」については、「リスクが高い人」と「それ以

外」の人の回答率に統計的な有意差はみられない。

このほか、「誰でも使える（登録などが不要）」「誰かとおしゃべりができる」「簡単な作業など、やることがある」の各項

目で、「リスクが高い人」の回答率は「それ以外」の人の回答率と比較して約５～６ポイント程度低い。

以上から、「リスクが高い人」が求める「居場所」を回答率の高い項目を中心に記述すると、①無料で使えて、②家

の近所にあり、③何もしなくてよい、あるいは好きなことをしていてよく、④好きなだけいることができ、⑤情報が得ら

れる場所、ということになる。

どのような人がどのような「居場所」を求めているのかについては、より詳細な分析が必要である。

42.4

34.3

31.4

28.6

26.2

24.3

23.3

19.0

16.2

13.3

12.9

11.4

7.1

11.0

50.2

46.3

18.5

32.7

27.9

31.0

24.6

24.1

17.8

18.7

19.1

17.0

10.1

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

SOSを発信できな

いリスクが高い人

それ以外

n % n % n %

全体 － 210 100.0 3,159 100.0 3,369 100.0 

無料で使える * 89 42.4 1,587 50.2 1,676 49.7

家の近所にある ** 72 34.3 1,464 46.3 1,536 45.6

何もしなくていい ** 66 31.4 584 18.5 650 19.3

情報が得られる 60 28.6 1,033 32.7 1,093 32.4

好きなことをしてい
てよい

55 26.2 881 27.9 936 27.8

誰でも使える（登録
などが不要）

* 51 24.3 979 31.0 1,030 30.6

好きなだけいること
ができる

49 23.3 777 24.6 826 24.5

インテリアなどがお
しゃれな空間

40 19.0 762 24.1 802 23.8

専門職などがいて
相談できる

34 16.2 561 17.8 595 17.7

自分が他の人の役
に立てることがある

28 13.3 590 18.7 618 18.3

誰かとおしゃべりが
できる

* 27 12.9 604 19.1 631 18.7

簡単な作業など、や
ることがある

* 24 11.4 537 17.0 561 16.7

限られた人だけが
使える

15 7.1 319 10.1 334 9.9

その他 * 23 11.0 211 6.7 234 6.9

SOSを発信できな
いリスクが高い人

それ以外 全体
統計
的な
判定

※統計的な判定 ** ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、著しい差が認められる

* ：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、差が認められる

空欄：「ＳＯＳを発信できないリスクが高い人」と「それ以外」の回答には、統計的な差は認められない


